～予想問題　受験体験記～
自分で作ってみて自分で解いてみて自分で感じたことを、つれづれなるままに書きます。

まず、問題量はかなり多めになってしまいましたね。。。
小問数はこのままだと思われるので、かなりの腕の速さが必要 or 1問1問が短い(穴抜きが少ない)ということではないでしょうか。

個人的には、出題形式がそのままならば、第1問は後に回すのがいいのかなあ、と思ったり思わなかったり、でもやっぱ思ったり。

第1問
(1) unaを忘れず。　(3)un par de veces がun(una×) なのは、par(男性)にかかるからです。一応。  (10)すでにencontrarが被り…。ごめんなさい。　(11)queのまえにはコンマ。
　(13)made in も made of もスぺ語では ser de 。　(14)完全に遊びました。でも7月27日の言い方は大切。　(15)negroが後ろの穴抜きに被りました。。。でも赤や緑はおかしいし、茶色は習ってない…。Blancoは後ろに答えが。笑　　(16)人を直接目的語に取る時の a は栗林さんが大好き。　(19)試験当日、このペースならかなり優秀。　
第2問
(4)fuisteis が後ろと被った。。。　
第3問
(5)きっと別解はたくさんある。
第4問
(7)~ 個人的にはプリントの名詞の中で、日常よく使いそうなものを挙げたつもり。(10)は服の種類、色ともにいろんな問題が作れそう。

¡Ánimo!　は“頑張れ！”です。“頑張ろう”が分からなかったんです。
